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広報「みやわか」が、あなたの生活に欠かせない「話題」と「情報」をお届けします

あ
な
た
の
よ
う
な
笑
顔
を
も
っ
と
も
っ
と
見
た
い
か
ら
…

私
た
ち
の
郷み

や
わ
か
し土
は
、
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。           　
● 

特
集 

開
花
す
る
ま
ち
づ
く
り
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特集

開花するまちづくり
・就学前医療費が無料になるって本当？？
・地域イントラってなに？？
・待ったなしの行財政改革

表紙

旬人 （若宮キッズドッジボールクラブ）
Miyawaka Watching

みやわかHOT LINE
・市役所の機構が変わりました
・狂犬病注射日程表

公民館トピック

今月の健康

図書館だより

イベント＆ニュース

宮若市探訪
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「
よ
っ
し
ゃ
ー
、
い
く
ぞ
ー
」。

　

若
宮
小
学
校
の
体
育
館
に
大
き
な
掛
け
声
が
響

き
渡
る
。
若
宮
キ
ッ
ズ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

選
手
た
ち
だ
。

　

２
月
10
日
、
11
日
の
二
日
間
、
ア
ク
シ
オ
ン
福

岡
で
行
わ
れ
た
第
十
六
回
春
の
全
国
小
学
生
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
県
予
選
に
、
見
事
準
優
勝

を
獲
得
。
九
州
大
会
出
場
を
決
め
た
。

　
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
い
え
ば
逃
げ
回
る
よ
う
な
競

技
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
は
違
い
ま
す
。
常

に
攻
め
の
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
と
だ
め
な
ん
で

す
」
と
話
す
の
は
、
保
護
者
で
育
成
会
会
長
の
小

陣
さ
ん
。「
プ
レ
ー
を
す
る
の
は
子
ど
も
た
ち
で
す

が
、
親
も
一
緒
に
な
っ
て
笑
い
、
楽
し
み
、
感
動

し
て
い
ま
す
。
い
い
で
す
よ
」。

　

現
在
の
部
員
数
は
十
八
人
。
年
々
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
に
も
少
子

化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
、

子
ど
も
た
ち
は
元
気
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
す
る
。

　
「
僕
た
ち
の
ド
ッ
ジ
は
一
列
に
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
を
組
み
、
攻
撃
に
備
え
ま
す
。
攻
め
る
と
き
は

ス
ピ
ー
ド
と
駆
け
引
き
を
使
っ
て
一
気
に
攻
め
る

ん
で
す
」
と
主
将
を
務
め
る
の
安
永
凌
也
君
。
若

宮
キ
ッ
ズ
の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
を
教
え
て
く
れ
た
。

　

内
野
と
外
野
と
の
パ
ス
は
四
回
ま
で
で
、
五
回

目
に
攻
撃
し
な
け
れ
ば
相
手
の
ボ
ー
ル
と
な
っ
て

し
ま
う
な
ど
、私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
と
は
異
な
り
細
か
く
ル
ー
ル
で
決
ま
っ
て
い
る
。

　
「
僕
た
ち
六
年
生
に
と
っ
て
は
九
州
大
会

が
最
後
の
大
会
で
す
。
悔
い
が
残
ら
な
い

よ
う
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
抱

負
を
語
る
安
永
君
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

若宮キッズドッジボールクラブ

c o n t e n t s

【表紙写真】
今月の表紙を飾ってくれたのは山口
にお住まいの宮原千尋ちゃん。生ま
れて５カ月の女の子です。
市では県下でも初めての取り組みと
なる就学前医療費制度の無料化など
子育てを応援する施策が新しく始ま
ります。今月は、平成１９年度の施政
方針について、有吉市長の所信表明
から重要施策までご紹介します。

「攻め」の姿勢が若宮キッズ。
勝利に向け、飽くことのなき
挑戦を続ける。

vol.14

16

24

1

開花するまちづくり
宮若市が誕生して２年目。

筑豊地区で初めてローカルマニフェストを掲げ当選した有吉市長は、

すぐに行う施策として行財政改革の推進、総合計画の策定、地域イントラネッ

トの構築を掲げ、着実に歩みを進めています。

平成１９年は「静から動へ」。

有吉市政が本格的に始動します。

そこで今回、３月定例議会に報告した施政方針演説を紹介します。

そのなかでも、重要な施策について詳しくみてみましょう。

「静から動へ」。有吉市政本格始動
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画
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
私
と
し

て
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
一
年
間
、
市
長
と
し
て
人
と
の

出
会
い
や
新
た
な
経
験
、
時
代
の
潮
流
、
現

状
把
握
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、
我
が

ふ
る
さ
と
宮
若
市
は
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、

極
め
て
大
き
な
発
展
の
可
能
性
を
有
し
て
い

る
と
確
信
す
る
と
と
も
に
、
職
責
の
重
さ
を

実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、
自
動
車
産

業
の
生
産
規
模
拡
大
や
関
連
企
業
の
立
地
な

ど
に
よ
り
市
税
が
増
収
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
明
る
い
兆
し
は
あ
る
も
の
の
、
合
併
直
後

の
平
成
17
年
度
決
算
状
況
は
、
経
常
収
支
比

率
が
県
下
で
四
番
目
に
高
い
数
値
を
示
す
な

ど
、
非
常
に
硬
直
し
た
状
況
で
あ
り
、
引
き

続
き
、
将
来
を
見
通
し
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
新
生
宮
若
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
こ
の
五
年

間
で
の
効
果
を
約
三
十
二
億
円
と
想
定
し
た

行
財
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
年
度
毎
に

着
実
に
実
行
し
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
や
歴

史
・
文
化
と
、
拡
大
発
展
す
る
自
動
車
産
業

を
主
軸
と
し
た
産
業
が
調
和
し
た
個
性
と
活

力
あ
ふ
れ
る
自
立
都
市
の
実
現
、
ま
た
「
ひ

と
・
み
ど
り
・
産
業
が
輝
く 

新
た
な
ふ
る
さ

と
」
の
実
現
を
目
指
し
、
着
実
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
の
市
政
運
営
は
、
引
き
続
き
私
の

政
治
信
条
で
あ
る
「
公
平
、
公
正
、
透
明
、

れ
ん
潔
」
を
旨
に
、
心
血
を
注
い
で
宮
若
市

の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　

特集　開花するまちづくり　平成１９年度施政方針 ３月定例議会の本会議が開かれた６日に、有吉哲信市長が施政方針演説を行いました。
今年で２年目を迎える有吉市政。重点施策を中心に紹介します。

公
平
、

公
正
、

透
明
、

れ
ん
潔
を
旨
に

心
血
を
注
ぐ

　

宮
若
市
は
、
昨
年
２
月
11
日
に
宮
田
町
と

若
宮
町
と
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
早
や
一

年
が
経
過
し
ま
す
。

　

当
初
、
心
配
し
て
い
ま
し
た
合
併
後
の
事

務
事
業
の
調
整
や
地
域
、
職
員
相
互
の
融
合
、

さ
ら
に
は
市
民
、
団
体
間
の
連
携
も
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
、
歴
史
な
ど
考
え
方
の
相
違
は
あ

れ
、
ス
ム
ー
ス
に
展
開
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
も
掲
げ
ま
し
た
「
す
ぐ
に
行
う
重
要
施

策
」
で
あ
る
行
財
政
改
革
の
推
進
や
総
合
計

平
成
19
年
度
所
信
表
明

6
地域が自立した
協働のまちづくり

4
健康でやすらぎのある
福祉のまちづくり

5
豊かな心を育む
まちづくり

3
活気あふれる

多様な産業と交流の
まちづくり

1
自然と共生した
まちづくり

2
個性豊かな

快適生活のまちづくり

● 自然環境の保全
・環境基本計画の策定に向けた取組み
● 廃棄物処理とリサイクル対策の推進
・電動式の生ゴミ処理機の購入補助制
度の新設
・事業系ごみの指定袋化の実施
・資源ごみの拠点回収の実施

● 農業の振興
・農地、水、環境保全向上対策事業に
よる農業者と地域住民の共同による地
域協議会の設置
● 観光の振興
・誘導サインの整備に関する基本計画
の策定
● 企業誘致の促進
・県企業局が行う磯光工業団地造成事
業の推進と企業誘致の促進

● 幼児教育の充実
・幼稚園と保育所の機能を併せ持つ総
合施設の整備計画の策定
● 学校教育の充実
・学校施設整備基本計画の策定
・若宮中学校でのセンター方式による
完全給食の実施
● 生涯学習の推進
・社会教育基本計画策定への取組み
・図書館を核とする生涯学習拠点施設
整備基本計画等に基づく、実施設計の
策定
● スポーツの推進
・宮若市スポーツ振興計画の策定

● 市民参加の推進
・自治基本条例の制定
・地域担当制の導入の取組み
● コミュニティの形成
・支所を中心としたコミュニティ施設
の基本計画から実施計画までの策定
● 地域情報化の推進
・地域イントラネット（Ｐ８～９）
・日吉地区に移動通信用鉄塔の建設
● 人権尊重社会の構築
・人権教育や啓発に力をおいた取組み
● 健全な行財政運営の推進 
・第 1次宮若市総合計画の策定
・行財政改革実施計画（Ｐ１０～１３）
・職員の自己評価制度の導入
・収納、滞納対策の強化

● 児童福祉の充実
・保育所における一時保育事業の実施 
・家庭児童相談員の増員
・医療費制度の対象者引き下げ
  （Ｐ６～７）
● 高齢者福祉の充実
・介護予防事業の推進
● 医療の充実
・後期高齢者医療制度の導入準備
● 健康づくりの推進
・ヘルスアップ事業の実施
● 障害者福祉の推進
・「宮若市障害者計画・障害福祉計画」
 に基づく各種事業の実施

● 調和のとれた土地利用の推進 
・旧若宮地区の都市計画策定のための
基礎調査業務の実施
● 道路・交通網の整備
・日吉地区の小谷線改良事業の実施
● 消防、防災、防犯の充実
 ・自主防犯パトロールの実施
 ・防災行政無線整備のための調査設計
の実施

自主財源
（４２．６％）

依存財源
（５７．４％）

市税
５０億９，０５８万円

分担金や負担金
９億３，２２２万円

繰入金
４億２，０７２万円

財産収入
６，６４４万円

国や県からの補助金
７８億１，５６２万円

市債
９億４，１３０万円

義務的経費
（５７．８％）

投資的経費
（１０．０％）

その他の経費
（３２．２％）

扶助費

３３億９，８６８万円

人件費

２８億３６２万円

公債費

２６億７２９万円

投資的経費

１５億２，００６万円

物件等

２1億２，４７６万円

補助費等

１８億７５３万円

繰出金

６億９，９８７万円

維持補修費

２億３，９９０万円

予備費など

５，３２０万円

積立金

１，１９７万円

● 平成１９年度予算　歳入＝１５２億６，６８８万円
● 平成１９年度予算　歳出＝１５２億６，６８８万円

歳　

入

歳　

出
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福
岡
県
の
中
で
も

初
め
て
の
取
り
組
み
で
す

　

お
子
さ
ん
が
い
る
家
族
の
皆
さ
ん
。
家
計
に

占
め
る
、
お
子
さ
ん
の
医
療
費
は
ど
れ
く
ら
い

で
す
か
。

　

も
し
、
そ
の
医
療
費
が
無
料
に
な
っ
た
ら
う

れ
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

宮
若
市
は
、
４
月
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児
医

療
費
を
無
料
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
通
院
医
療
費
の
対
象
者
は
３

歳
未
満
児
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
６
歳

ま
で
拡
充
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
入
院
、
通
院

医
療
費
と
も
対
象
者
は
０
歳
か
ら
６
歳
（
就
学

前
）
と
な
り
ま
す
。

　

実
は
こ
の
取
り
組
み
、
福
岡
県
の
中
で
も
宮

若
市
が
初
め
て
取
り
組
む
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

乳
幼
児
医
療
が
就
学
前
ま
で
無
料
な
の
は
、
福

岡
市
や
宗
像
市
、
福
津
市
な
ど
十
市
町
村
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
市
町
村
は
す
べ
て
３
歳
以
上
の

初
診
・
往
診
料
は
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
導
入
す
る
理
由
に
、
子
育
て
を

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す

る
こ
と
と
併
せ
て
、
宮
若
市
に
住
む
人
を
増
や

し
た
い
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

　
既
に
乳
幼
児
医
療
証
を
お
持
ち
の
人
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
３
歳
か
ら
６
歳
（
就
学
前
）
の
お

子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
乳
幼
児
医
療

証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。
本
庁
国
保
年
金
係
や
、
支
所
市
民
グ

ル
ー
プ
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
に
必
要
な
も
の　
▽
健
康
保
険
証
▽
印
鑑

※ 

障
害
者
医
療
、
母
子
家
庭
等
医
療
に
該
当
す

る
人
は
障
害
者
医
療
、
母
子
家
庭
等
医
療
が
優

先
で
す
。
手
続
き
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

問
い
合
わ
せ　

本
庁
国
保
年
金
係
☎
３
２
・

４
０
０
４
、
支
所
市
民
グ
ル
ー
プ
☎
５
２
・
１

１
１
１

就
学
前
医
療
費
が

無
料
に
な
る
っ
て

本
当
？
？

育児支援・定住促進への取り組み

福
岡
県
で
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る

　児童を育てている人に手当を支給するこ
とで家庭生活の安定を助け、次代の社会を
担う児童の育成を目的とするものです。　
　今回、法律の改正により、３歳未満の乳
幼児の養育者に対する児童手当の額を、第
１子と第２子について倍増し、月額が一律
１万円となります。
　３歳以上の児童の児童手当の額、支給対
象年齢および所得制限限度額については、
これまでどおりです。
● 施行日　４月１日から（ ▽拡充後最初の

支給月＝６月予定）
※ 手続きを行う必要はありません。
※ ４月から、３歳未満の児童手当等の額は
一律月額１万円となりますが、３歳到達後
の翌月からは、第１子と第２子の手当額は
５千円となります。
● 問い合わせ　本庁児童母子福祉係
　☎３２・０５１７

４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
制
度
を

拡
充
し
ま
す

児童手当制度

市町村
入院 通院

就学前 ３歳未満 ４歳未満 ５歳未満 就学前

宮若市 ● ●

北九州市 ○ ○

福岡市 ○ ○※

直方市 ○ ○

飯塚市 ○ ○

田川市 ○ ○

嘉麻市 ○ ○

宗像市 ○ ○※

古賀市 ○ ○

福津市 ○ ○※

芦屋町 ○ ○

水巻町 ○ ○

岡垣町 ○ ○

遠賀町 ○ ○

小竹町 ○ ○

鞍手町 ○ ○

● 近隣自治体の乳幼児医療支給制度

※ 就学前まで無料となっていますが、初診・往診料は自己負担
となっています。（福岡市は８月から全て無料）
資料提供：福岡県（平成１８年４月現在）

子育てサロンちびっこ広場代表

安永　恵さん（やすながめぐみ）

ちびっこ広場は未就園児の子どもたちとその
保護者が来たいときに来たい時間だけ無料で
利用できる安心スペースです。

母親としてとても助かります。
これからも子育てを応援してくれる制度を
たくさん作ってくれることに期待しています。

　

新
し
い
乳
幼
児
医
療
制
度
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
ま
し
た

　
「
え
っ
、
乳
幼
児
医
療
が

就
学
前
ま
で
無
料
に
な
る

ん
で
す
か
？　

そ
れ
は
す

ご
い
で
す
ね
。
本
当
に
助

か
り
ま
す
」
と
話
す
安
永

さ
ん
。

　

４
月
か
ら
始
ま
る
新
し

い
乳
幼
児
医
療
制
度
を
説

明
し
た
と
き
の
感
想
だ
。

　
「
市
が
積
極
的
に
子
育

て
支
援
を
し
て
く
れ
る
こ

と
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

福
岡
市
や
北
九
州
市
と

い
っ
た
大
都
市
よ
り
も
早

く
し
て
く
れ
る
の
に
驚
い

て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
を
育
て
た
経

験
の
あ
る
人
や
、
子
育
て

中
の
人
は
わ
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
子
ど
も
に
か
か

る
医
療
費
は
家
計
の
中
で

も
、
と
て
も
大
き
い
も
の

で
す
。
特
に
ア
ト
ピ
ー
や

喘
息
（
ぜ
ん
そ
く
）
な
ど

を
患
う
と
さ
ら
に
大
変
で

す
。
宮
若
市
が
こ
の
よ
う

な
お
母
さ
ん
た
ち
の
声
に

耳
を
傾
け
て
く
れ
た
こ
と

は
、う
れ
し
い
限
り
で
す
」。

　

今
、
子
育
て
サ
ロ
ン
の

代
表
と
し
て
活
動
し
て
い

る
安
永
さ
ん
。
今
後
市
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
か
尋
ね

て
み
た
。

　
「
そ
う
で
す
ね
、
子
育

て
に
か
か
る
費
用
を
軽
減

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く

る
前
ま
で
の
健
診
な
ど
を

補
助
し
て
く
れ
た
ら
さ
ら

に
助
か
り
ま
す
ね
。
初
め

て
妊
娠
し
た
女
性
は
、日
々

大
き
く
な
る
お
腹
に
と
て

も
不
安
を
感
じ
ま
す
。
そ

こ
で
、
市
が
率
先
し
て
妊

婦
健
診
を
行
っ
て
く
れ
た

ら
安
心
し
て
産
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
育
て

を
応
援
し
て
く
れ
る
制
度

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ

る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま

す
」。

取材に訪れた３月１６日は、来年から幼稚園など
に通う子どもたちやボランティアとして働いてく
れたママさんスタッフとのお別れ会が行われてい
ました。和気あいあいと楽しく活動する皆さんの
笑顔はとても輝いています。



◉トヨタ自動車九州ウイング２１

◉笠松郵便局

◉若宮総合支所

◉いこいの里千石キャンプ場

◉直鞍農協　日吉支所

◉ドリームホープ若宮

◉吉川郵便局

◉宮若市観光協会

◉スコーレ若宮

◉保健センターパレット
◉中央公民館若宮分館

◉下隣保館

◉鞍手山口簡易郵便局

◉竹原隣保館

◉なびきホール

◉長井鶴郵便局

◉磯光郵便局

◉宮田隣保館
◉向田隣保館

9　2007 年 4 月号 Miyawaka city　8

も
っ
と
便
利
に

も
っ
と
住
み
や
す
く

　

こ
れ
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
役
所
に
出
向
い
て
行
っ

て
い
た
証
明
発
行
な
ど
が
、
近
く
の
郵
便
局
な

ど
で
で
き
た
ら
便
利
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
が
な
ん
と
、
４
月
16
日
（
月
）
か
ら
で

き
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
市
内
五
カ
所
の
施

設
で
証
明
書
な
ど
が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
公
共
施
設
に
配
置
す
る

住
民
開
放
端
末
で
は
、
市
の
情
報
や
、
議
会
中

継
を
ラ
イ
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
、
平
成
18
年
度
に
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
と
い
わ
れ
る
も
の
を
整
備
し
た
か
ら
で
す
。

　

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
と
は
、
公
共
施
設
な

ど
を
高
速
回
線
の
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
、
情
報

通
信
技
術
を
用
い
て
情
報
の
高
度
化
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

宮
若
市
内
で
は
、
郵
便
局
五
カ
所
、
直
鞍
農

協
日
吉
支
所
、
中
央
公
民
館
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
や
小
中
学
校
を
含
む
教
育
施
設
な
ど
五
十

カ
所
の
施
設
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
ま
し
た
。

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

　　

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
に
よ
り
、
４
月

16
日
か
ら
可
能
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に
、
各

種
証
明
書
の
発
行
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
役
所
で
し
か
発
行
で
き
な
か
っ

た
も
の
が
、
次
の
五
カ
所
の
施
設
で
発
行
で
き

ま
す
。

● 

磯
光
郵
便
局
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

● 

長
井
鶴
郵
便
局
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

● 

吉
川
郵
便
局
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

● 

笠
松
郵
便
局
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

● 

直
鞍
農
協
日
吉
支
所
（
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

　

発
行
に
つ
い
て
は
、
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
と
証
明
手
数
料

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
証
明
書
の
発
行
は
、
申

請
し
た
本
人
の
も
の
に
限
ら
れ
、
代
理
人
の
請

求
は
で
き
ま
せ
ん
。
発
行
で
き
る
証
明
書
の
種

類
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

▼ 

住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

▼ 

印
鑑
登
録
証
明
書

▼ 

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

▼ 

所
得
証
明
書

▼ 

課
税
証
明
書

▼ 

納
税
証
明
書

▼ 

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

▼ 

公
課
証
明
書

▼ 

評
価
証
明
書　

　

中
央
公
民
館
な
ど
二
十
五
カ
所
の
公
共
施
設

な
ど
に
は
、
住
民
開
放
端
末
を
設
置
し
ま
す
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
簡
単
な
操
作
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
動
画
や
観
光
案
内
、
議

会
開
催
中
に
は
本
会
議
ラ
イ
ブ
映
像
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地
域
へ
の
情
報

化
を
図
っ
て
い
く
基
盤
と
な
り
、
こ
れ
を
活
用

し
た
情
報
イ
ン
フ
ラ
（
社
会
資
本
）
の
整
備
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
身
近
に
な
る
と
い
わ
れ
る

す
ぐ
に
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
は

次
の
通
り
で
す

　

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
下
の
図

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

に
よ
り
、
市
内
二
十
五
カ

所
に
住
民
開
放
端
末
を
設

置
し
ま
す
。
設
置
施
設
は

次
の
通
り
で
す
。

・
本
庁

・
総
合
支
所

・
中
央
公
民
館

・
中
央
公
民
館
若
宮
分
館

・
保
健
セ
ン
タ
ー

・
保
健
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ッ
ト

・
な
び
き
ホ
ー
ル

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
千
石
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟

・
ス
コ
ー
レ
若
宮

・
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
プ
若
宮

・
宮
若
市
観
光
協
会

・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

・
宮
田
隣
保
館

・
向
田
隣
保
館

・
下
隣
保
館

・
竹
原
隣
保
館

・
磯
光
郵
便
局

・
笠
松
郵
便
局

・
長
井
鶴
郵
便
局

・
吉
川
郵
便
局

・
鞍
手
山
口
簡
易
郵
便
局

・
直
鞍
農
協
日
吉
支
所

・
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
ウ
イ

　

ン
グ
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こ
こ
に
設
置
し
て
い
る

端
末
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
社
会
教
育
施
設
の
空

き
状
況
を
確
認
で
き
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、
携

帯
電
話
か
ら
も
同
じ
よ
う

に
確
認
で
き
ま
す
）

　

ま
た
、
千
石
峡
と
ド
ー

リ
ー
ム
ホ
ー
プ
若
宮
に
設

置
し
て
い
る
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
の
映
像
を
、
住
民
開
放

端
末
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
楽
し
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
で
は
、
カ
メ

ラ
付
き
の
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
情
報
交
換
や
交
流
が
行

え
る
学
校
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
他
校
の
お
友
達
と
顔

を
見
な
が
ら
会
話
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
っ
て

な
に
？
？

新しい情報サービスへの取り組み

合併により広くなった宮若市
地域の情報格差をなくし、

より身近な住民サービスを提供します

住
民
票
や
所
得
証
明
書
な
ど
の

各
種
証
明
書
の
発
行

社
会
教
育
施
設
の
空
き
状
況
や

予
約
状
況
確
認

市
内
二
十
五
カ
所
の
公
共
施
設
に

住
民
開
放
端
末
を
設
置

市
内
二
カ
所
に

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置

小
中
学
校
間
の

テ
レ
ビ
会
議
が
実
現

施設空き情報公開システム

ライブカメラ配信システム

映像配信システム

行政情報提供システム

インターネットも利用可● 地域イントラネットイメージ図

● 住民開放端末設置場所　この内次の施設では、証明書の発行ができます。
      ▼  磯光郵便局  ▼  長井鶴郵便局  ▼  吉川郵便局  ▼笠松郵便局  ▼  直鞍農協日吉支所

◉ 宮若市役所
◉ 中央公民館
◉ 地域交流センター
◉ Ｂ＆Ｇ海洋センター
◉ 保健センター
◉ 社会福祉センター

学校間
コミュニケーション

システム

光ケーブル
ネットワーク
（市内５０カ所）

 ▼

 ▼

 ▼

 ▼

 ▼



待ったなしの
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Ａ２ Ｑ２
行
財
政
改
革
を
行
わ
な
か
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
？

五
年
後
に
は
三
十
億
円
の
赤
字
が
、

発
生
し
ま
す

Ａ１ Ｑ１
行
財
政
改
革
っ
て
何
で
す
か
？

ム
ダ
の
な
い
行
政
運
営
を
行
い
、

充
実
し
た
宮
若
市
を
作
る
た
め
の
手
段
で
す

Ａ３ Ｑ３
行
財
政
改
革
の
基
本
方
針
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

三
つ
の
基
本
方
針
を
基
に
、

取
り
組
み
ま
す

行財政改革

　

わ
が
国
の
社
会
構
造
が
少
子
・
高
齢
化
、
Ｉ
Ｔ

を
中
心
と
す
る
高
度
情
報
化
へ
と
一
段
と
進
む
な

か
市
民
の
価
値
観
も
さ
ら
に
多
様
化
し
、
環
境
に

対
す
る
関
心
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、

市
の
財
政
状
況
も
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
挙
げ
る
」
と
い
う
地
方
自
治
運
営
の
基

本
原
則
に
立
ち
返
り
、
行
財
政
運
営
の
効
率
化
や

地
方
分
権
に
対
応
す
る
行
政
の
実
現
を
図
る
た
め

に
、
市
民
と
行
政
の
協
働
関
係
の
構
築
、
行
政
基

盤
の
強
化
な
ど
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
と
は
、
こ
う
い
っ
た
社
会
や
市
民

か
ら
の
要
請
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
全
般
に
わ

た
る
改
革
で
す
。

　

６
月
13
日
に
第
一
回
宮
若
市
行
財
政
改
革
推
進

委
員
会
を
開
催
し
、七
回
の
協
議
を
重
ね
ら
れ
、「
宮

若
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
関
す
る
素
案
」
を
市
長

に
答
申
。「
宮
若
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
定
め
ま

し
た
。

　

こ
の
大
綱
に
基
づ
い
て
、
今
後
五
年
間
の
具
体

的
な
内
容
を
記
し
た
宮
若
市
行
財
政
改
革
実
施
計

画
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

総務省より事務事業の再編や職員の定数、人件費の見直しな
ど行財政改革の課題について、平成２１年度までに一定の目
標を示す指針の提出が求められています。市の危機的な状況
を打開するため、市民を交えた協議が行われました。

宮若市行財政改革推進委員会

宮若市の財政状況や他団体との財政比較をはじめ、取り組む
べき行財政改革のあり方について書かれているのが「行財政
改革大綱」です。昨年の１１月２８日に答申された「行財政改
革大綱に関する素案」を基に策定しました。

行財政改革大綱

　
「
ひ
と
・
み
ど
り
・
産
業
が
輝
く 

新
た
な
ふ
る

さ
と
」、「
市
民
・
企
業
・
行
政
が
協
働
で
創
る
自

立
都
市
を
目
指
し
て
」
の
実
現
に
向
け
て
、
行
財

政
改
革
を
実
施
し
て
い
る
宮
若
市
。

　

も
し
、
行
財
政
改
革
を
行
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
行
政
運
営
を
続
け
る
と
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
が
左
の
表
と
な

り
ま
す
。
平
成
19
年
度
か
ら
二
億
円
程
度
の
赤
字

が
発
生
し
、
そ
の
後
も
増
え
続
け
ま
す
。
五
年
間

の
総
額
で
み
る
と
三
十
億
二
千
百
万
円
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
地
方
税
の

減
少
と
人
件
費
に
よ
る
財
政
圧
迫
で
す
。
市
が
行

財
政
改
革
を
行
う
場
合
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
三
十
億
円
の
赤
字
を
市
民
一
人
当
た
り
に

換
算
し
て
み
る
と
、
約
九
万
六
千
円
に
な
り
ま
す
。

宮
若
市
に
住
む
皆
さ
ん
に
こ
の
よ
う
な
借
金
を
負

わ
せ
な
い
た
め
に
、
行
財
政
改
革
を
断
行
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
半
年
間
を
か
け
、
指
針
と
な
る
「
宮
若

市
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
。
そ
の
具
体
的
な

内
容
と
な
る
宮
若
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画
「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
示
し
ま
し
た
。

宮若市財政計画（行財政改革未実施）

行
政
運
営
の
効
率
化

　

今
日
ま
で
、
多
種
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

現
在
の
財
政
状
況
の
中
、
合
併
に
よ
り
拡
大
し

た
行
政
組
織
が
効
果
的
に
、
効
率
的
に
機
能
す
る

よ
う
に
行
政
事
務
事
業
の
点
検
、
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

　

市
民
提
案
制
度
や
職
員
提
案
制
度
を
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
に

努
め
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
効
果
的
な

行
政
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
で
き
る
職

員
を
育
成
す
る
た
め
、
職
員
の
資
質
の
向
上
と
意

識
改
革
に
努
め
ま
す
。

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
今
後
想
定
さ
れ
る
地
方

交
付
税
の
見
直
し
、
各
種
補
助
金
の
削
減
な
ど
か

ら
深
刻
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
社
会

保
障
費
の
増
加
や
下
水
道
整
備
事
業
の
整
備
、
幹

線
道
路
整
備
な
ど
の
促
進
な
ど
か
ら
歳
出
が
増
大

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
よ
り
一
層
行
財
政

運
営
の
効
率
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
安
定
し
た
財
政
運

営
を
確
立
す
る
た
め
に
、
自
主
財
源
の
確
保
と
併

せ
て
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
、
費
用
対
効
果
を

十
分
考
慮
し
な
が
ら
主
要
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
職
員
の
コ
ス
ト
削
減
の
意
識
向
上
に
努

め
、
無
駄
の
な
い
健
全
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

効
率
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

地
方
分
権
が
進
む
な
か
、
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
企
業
、
行
政
な
ど
多
様
な
主
体
が
お
互

い
に
尊
重
し
助
け
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
克

服
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」を
基
本
と
し
、

行
政
と
民
間
（
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、企
業
な
ど
）の
役
割
を
明
確
に
し
、住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
、
充
実
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
な
ど

を
活
用
し
、
効
率
性
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
推
進
し
ま
す
。

昨年１１月２８日、７回の会議を重ね、行財政改革推進委員会が答申した「宮若市行財政改革大綱に関する素案」。
この素案に基づいて、「行財政改革大綱」とその具体的な内容を表した「集中改革プラン」を策定しました。
今後、足腰の強い財政基盤を築くために、宮若市の行財政改革の内容について紹介します。

年度 歳入合計

１８年度 １７０億３,３００万円

１９年度 １５０億５,５００万円

２０年度 １７２億４,８００万円

２１年度 １６０億６,０００万円

２２年度 １５７億７,０００万円

総額 ８１１億６,６００万円

取組年度 歳出合計

１８年度 １７０億３,３００万円

１９年度 １５３億４００万円

２０年度 １７８億６,９００万円

２１年度 １６９億３,９００万円

２２年度 １７０億４,２００万円

総額 ８４１億８，７００万円

取組年度 差引合計

１８年度 ０円

１９年度 ー２億４,９００万円

２０年度 ー６億２,１００万円

２１年度 ー８億７,９００万円

２２年度 ー１２億７,２００万円

総額 ー３０億２,１００万円

● 年度ごとの歳入

● 年度ごとの歳出

● 差引合計

32億円の財政効果の内訳



Ａ６ Ｑ６
行
財
政
改
革
に
よ
っ
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
な
い
の
？

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
判
断
し
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
ま
す

Ａ７ Ｑ７
行
財
政
改
革
の
進
行
状
況
を
、

知
り
た
い
の
で
す
が
…

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

公
表
し
て
い
き
ま
す

Ａ５ Ｑ５
行
財
政
改
革
で
、

各
団
体
へ
の
補
助
金
は
ど
う
な
る
の
？

本
年
度
に
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
ま
す

Ａ４ Ｑ４
ど
れ
く
ら
い
の
財
政
効
果
を

目
指
し
て
い
る
の
？

平
成
22
年
度
ま
で
に
三
十
二
億
円
の

財
政
効
果
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
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五
年
間
の
行
財
政
改
革
で
、
ど
の
く
ら
い
の
財

政
効
果
を
出
す
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

歳
入
の
確
保
と
し
て
、
自
動
車
産
業
企
業
の

税
収
の
増
加
で
、
一
億
八
千
万
円
、
法
人
税
税

率
の
改
正
に
よ
り
八
億
六
千
万
円
な
ど
を
中
心
に

十
二
億
五
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
の
削
減
と
し
て
は
、
職
員
数
の
削
減
に

よ
り
、
十
四
億
七
千
九
百
万
円
を
は
じ
め
、
給

与
制
度
や
補
助
金
、
負
担
金
の
見
直
し
に
よ
り

十
九
億
九
千
五
百
九
十
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

全
体
的
な
財
政
効
果
と
し
て
三
十
二
億
九
十
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

宮
若
市
の
行
財
政
改
革
を
ほ
か
の
市
町
村
と
比

較
す
る
と
歳
入
の
確
保
で
明
ら
か
に
違
い
が
出
ま

す
。
そ
の
原
因
は
、
自
動
車
産
業
の
集
積
に
よ
る

企
業
誘
致
の
成
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
五
年
間
を
か
け
て
宮
若
市
の
行
財

政
改
革
を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
が
、
計
画

だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
市
長
を
本
部
長
と

す
る
「
行
財
政
改
革
推
進
本
部
」
で
計
画
ど
お
り

進
ん
で
い
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
必
要
に
よ
っ
て
は
計
画
を
修
正
し
、
確
実
に

目
標
額
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

行
財
政
改
革
の
目
的
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効

率
的
、合
理
的
に
執
行
す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
効
率
的
な
事
業
の
進
め
方
を
採
用
し
た

り
、
役
割
が
薄
れ
た
事
業
を
見
直
す
こ
と
で
経
費

の
削
減
を
図
り
、
今
市
民
が
必
要
と
す
る
新
し
い

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
福
岡
県
で
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る

就
学
前
医
療
費
の
無
料
化
は
、
行
財
政
改
革
を
実

施
す
る
こ
と
で
で
き
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
事
務
事
業
の
精
査
を
行
い
、
行

財
政
改
革
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。　

 

　

行
財
政
改
革
の
成
果
を
確
実
に
上
げ
る
た
め
に

は
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
が
重
要

で
す
。

　

コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
、
能
力
・
実
績
主
義
に
よ

る
人
材
の
登
用
、
研
修
の
充
実
な
ど
に
よ
り
職
員

の
意
識
改
革
や
組
織
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、企
業
、

な
ど
多
様
な
主
体
が
お
互
い
に
尊
重
し
助
け
合
っ

て
い
く
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
充
実

や
地
域
経
済
に
配
慮
し
な
が
ら
指
定
管
理
者
制
度

な
ど
を
活
用
し
、
効
率
性
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

職員の意識改革

　

市
の
行
財
政
改
革
実
施
計
画
「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
を
総
合
的
に
ま
た
、
組
織
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
宮
若
市
行
財

政
改
革
推
進
本
部
」
で
、
進
行
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
社
会
情
勢
の
変
化
に
応

じ
て
、必
要
な
追
加
や
修
正
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
行
財
政
改
革
の
趣
旨
に
合
致
す
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
主
要
項
目
以

外
で
も
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま

す
。

　

行
財
政
改
革
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
広
報

み
や
わ
か
「
宮
若
生
活
」
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
公
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
宮
若
市
の
調
和
と
連
帯
感
の
確
保

に
努
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
宮
若
市
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
、
充
実
に
努
め
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ひ
と
・
み
ど
り
・
産
業
が
輝
く 

新
た
な
ふ
る

さ
と
」、「
市
民
・
企
業
・
行
政
が
協
働
で
創
る
自

立
都
市
を
目
指
し
て
」
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主
、

自
立
し
た
自
治
体
の
形
成
を
目
指
し
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

広報みやわか「宮若生活」
　
「
補
助
金
等
の
交
付
基
準
や
目
的
を
明
確
に
し
、

第
三
者
機
関
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
け
、
既
定

補
助
金
の
廃
止
、
削
減
目
標
を
含
め
た
適
正
化
計

画
を
策
定
し
、
補
助
金
な
ど
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
行
う
」。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
健
全
な
財
政
基
盤

の
確
立
の
各
種
補
助
金
、
負
担
金
の
見
直
し
の
項

目
に
つ
い
て
の
内
容
で
す
。　

　

平
成
17
年
度
決
算
を
見
る
と
、
市
か
ら
各
種

団
体
に
支
出
し
て
い
る
補
助
金
な
ど
の
総
額
は

十
八
億
七
千
四
百
六
十
五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
身
は
、
市
内
の
各
種
団
体
に
対
す
る
補

助
金
の
中
に
長
期
間
交
付
し
て
い
る
も
の
や
、
ま

た
、
交
付
目
的
が
薄
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
も
う
一
度
そ
の
内
容
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
補
助
金
の
見
直
し
は
、
ま
ず
現
状
把

握
を
行
い
、
補
助
金
の
算
定
基
礎
、
交
付
目
的
、

交
付
基
準
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
上
で
削
減
目
標
を
掲
げ
、
達
成
で
き
る

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
外
部
に
よ
る
検
討
委
員
会
が
調

査
研
究
し
た
内
容
を
平
成
19
年
度
内
に
報
告
書
に

ま
と
め
ま
す
。
市
は
、
検
討
委
員
会
の
報
告
書
に

基
づ
い
て
計
画
を
策
定
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
実

施
し
ま
す
。

補助金負担金当初計画

宮若市公式ホームページ

毎月１日に発行しています広報みやわか「宮若生活」。昨年
の８月に「なぜ今、行財政改革が必要なのか」と題し特集を
展開。今後もわかりやすく行財政改革の取り組みをお知らせ
します。

　今回地域イントラネットの整備で市議会の会議録検索シス
テムや施設空き情報を検索できるなど、内容が充実します。
シンプルで、見やすいページで皆さんに親しまれるホーム
ページを目指します。

行財政改革の目的を達成するためには、職員一丸となって取
り組むことが必要です。行政課題を共有化し、効率的・効果
的に事業を進めなくてはいけません。職員研修を始め、自己
研鑽に取り組んでいきます。

協働のまちづくり（まちづくり委員会）

宮若市が進める協働のまちづくりの核となる組織が、「宮若
市まちづくり委員会」です。今年の５月２５日に1回目の委
員会が行われ、３５人の委員さんが２年間かけて、市との現
状やさまざまな問題点、目標について協議します。

財政効果試算表

年度 歳入合計

１８年度 ３,１４３万円

１９年度 ２億３,２７８万円

２０年度 ２億８,５６９万円

２１年度 ３億６５０万円

２２年度 ３億４,８６０万円

総額 １２億５００万円

取組年度 歳出合計

１８年度 ７,７５０万円

１９年度 ２億４，４６０万円

２０年度 ４億６,０４０万円

２１年度 ５億６,０２０万円

２２年度 ６億５,３２０万円

総額 １９億９，５９０万円

● 年度ごとの歳入増加分

● 年度ごとの歳出削減分

● 財政効果目標額

取組年度 財政効果目標額

１８年度 １億８９３万円

１９年度 ４億７，７３８万円

２０年度 ７億４，６０９万円

２１年度 ８億６，６７０万円

２２年度 １０億１８０万円

総額 ３２億９０万円

年度 実施計画

１８年度 補助金等の現状把握

１９年度 計画策定

２０年度 実施

２１年度 実施

２２年度 実施

取組年度 歳出合計

１８年度 ０万円

１９年度 ０万円

２０年度 ３，０００万円

２１年度 ３，０００万円

２２年度 ３，０００万円

総額 ９，０００万円

● 財政効果目標額



● 満３歳までの宮若っ子を募集しています。５月生まれで掲
載を希望される人は、４月１３日（金）までに本庁まちづく
り推進グループ、支所市民グループまで申し込んでください。

あなたの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を教えてください。本庁まちづくり推進グループ☎３２・０５１２（内線２３３）まで

大根の葉っぱからこんにちは

▼  花団地で大根堀り
　３月１６日、平の花団地のビニールハウスの一角で、第１保育所の
園児の大根掘りがありました。
　ハウス一面に大根の葉がびっしりと茂っている光景に、園児たち
は大興奮。先生の合図と共に一斉に大根を抜きに走った園児たち。
１人では抜けない大根も２人、３人と一緒になって奮闘する姿はと
ても愛くるしいものでした。また、花団地の組合長の安河内龍一さ
んが、取れたての大根の皮をむいて、園児たちに食べさせるひと幕
もあり、楽しい大根堀りとなりました。安河内さんは「この機会に、
野菜を好きになってくれたらいいですね」と話してくれました。

市長と交換しました

▼  山口小学校緑の少年団活動
　３月９日、山口小学校の平井拓哉君と須河内良多君が、
全校生徒から集めた、緑の募金箱を持って、有吉市長に表
敬訪問を行いました。
　平井君の「おこづかいの中から募金しました」の言葉に
市長も感激し、名刺を２人にプレゼントすることに。これ
には２人も大喜び。活動の中で印象に残ったことはの問い
に、平井君は「１泊２日のサマー体験活動」、須河内君は、

「チャレンジ体験」と話してくれました。昭和５４年から続
く山口小学校の活動は今も脈々と受け継がれています。

Miyawaka
Watching

広報担当がどこでも取材に行きます！

どこかにあなたの知っている人がいるかもしれない

まちの話題やイベントを紹介するこのページの名は…

石炭拾って燃やそうや

▼  学校週５日制事業
　３月３日、石炭記念館で「石炭拾って燃やそうや」と題し、石
炭文化に触れる事業を行いました。
　石炭記念館の榎田崇館長に石炭と普通の石との違いなどの講義
を受けた後、二坑のボタ山で石炭を採取。実際に燃やすことにな
りました。参加した子どもたちは黒い煙を出しながら燃える石炭
を目の前に、とても驚いた様子でした。
　最後に、起こした火を使いもちを食べることに。もちの香ばし
い香りと、石炭の香りが辺りに立ちこめる中、石炭で生活してた
時代の生活に触れることができました。

剣道

▼  宮田中学校剣道部全国大会出場
　宮田中学校剣道部が、３月２７日から佐賀県神埼市で行われる全
国大会への切符を手に入れました。部員は８人と少数精鋭の中、特
別推薦枠を獲得しての出場となります。
　３月４日に行橋市で行われた大会では、見事優勝を獲得。全国大
会に向けて調子も上がってきました。２３日には有吉市長に表敬訪問
を行い、主将の川原淑央さんは「チームワークを大切にベスト４を
目指してがんばります」と力強く抱負を語りました。有吉市長も「全
国に宮若市が元気なことをアピールしてきてください。健闘を祈っ
ています」と激励しました。

体は小さめだけどもう１歳。

たくさん食べて大きくなろう。

吉
よしだ
田　菜

ななみ
々美ちゃん

Ｈ18年4月13日生（鶴田）
１歳のお誕生日おめでとう。こ

れからもお兄ちゃんと仲良くね。

吉
よしむら
村　秀

しゅうへい
平 ちゃん

Ｈ18年4月1日生（磯光）
お散歩大好き、元気な天琉く

ん、１歳おめでとう。天琉の

キュートな笑顔が大好きだよ。

熊
くまい
井　天

てる
琉ちゃん

Ｈ18年3月2日生（鶴田）

２歳のお誕生日おめでとう。

家族４人仲良くしようね。

村
むらやま
山　太

たいち
一ちゃん

Ｈ17年4月27日生（宮田）
１歳のお誕生日おめでとう。

元気に大きくなってね。

安
やすなが
永　光

みつき
希ちゃん

Ｈ18年4月20日生（山口）
お誕生日おめでとう。これか

らも素敵なりょうやでいてね。

山
やまもと
本　竜

りょうや
椰ちゃん

Ｈ16年4月3日生（鶴田）

夢羽ちゃんもお姉さんになっ

たね。これからも３人仲良くね。

平
ひらの
埜　夢

ゆう
羽ちゃん

Ｈ16年4月14日生（龍徳）
２歳のお誕生日おめでとう。

これからも聖也兄と仲良くね。

古
ふるかわ
川　陽

はると
大ちゃん

Ｈ17年4月4日生（下有木）
３歳のお誕生日おめでとう。

いつもお手伝いありがとう。

前
まえかわ
川　咲

さわ
和ちゃん

Ｈ16年4月29日生（宮田）

２歳のお誕生日おめでとう。

笑顔のかわいい愛華でいてね。

上
うえの
野　愛

あいか
華ちゃん

Ｈ17年4月28日生（上大隈）
１歳のお誕生日おめでとう。

すーちゃんの笑顔が大好きよ。

塩
しおかわ
川　純

すみれ
礼ちゃん

Ｈ18年4月1日生（鶴田）
２歳のお誕生日おめでとう。
よく食べる元気な宏基でいてね。

永
ながやす
易　宏

ひろき
基ちゃん

Ｈ17年4月27日生（宮田）

救える命を救いたい

▼  市役所職員、普通救命講習受講
　３月１２日から２７日まで、直鞍広域消防本部でＡＥＤ講
習を行いました。
　「ＡＥＤ」とは、けいれんして血液のポンプ機能を果たさ
なくなった心臓に、電気ショックを与えることで、心臓の
動きをいったんリセットし、元の正常な動きに戻すための
機器です。ＡＥＤは、公共施設を中心に市内２６カ所に設置
します。この機器を有効に使えるように職員を始め学校の
先生も普通救命講習を受講しました。もしものとき、大切
な人を救えるようあなたも受講してみませんか。

３歳のお誕生日おめでとう。

これからも元気で仲良くね。

相
あいば
場　勝

かつや
也ちゃん

Ｈ16年4月10日生（磯光）
１歳のお誕生日おめでとう。

笑顔忘れず大きくなってね。

池
いけだ
田　快

かいき
希ちゃん

Ｈ18年4月13日生（本城）
３歳のお誕生日おめでとう。

ゆきちゃんとずっと仲良くね。

石
いしだ
田　愛

あいり
莉ちゃん

Ｈ16年4月10日生（四郎丸）

※本文中のお名前を誤記していま
した。お詫びして訂正します。



「機構改革について」

市役所の
機構が変わりました

● 問い合わせ　本庁総務グループ☎ 32・0511

効
率
的
で
効
果
的
な
組
織
・
機

構
の
構
築
を
目
指
し
、
４
月

よ
り
市
の
組
織
の
一
部
を
見

直
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
、「
助

役
」
が
「
副
市
長
」
に
、「
収
入
役
」
に

代
え
て
「
会
計
管
理
者
」
を
置
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
は
来
月

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
自
治
法
の
改
正
に
つ
い
て

▼ 
「
助
役
」
か
ら
「
副
市
長
」
に
変
わ
り

ま
し
た
。

▼ 「
収
入
役
」
に
代
え
て
「
会
計
管
理
者
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

新
設
や
統
合
、

廃
止
と
な
る
組
織

▼ 「
総
務
部
」
と
「
企
画
財
政
部
」
を
統

合
し
て
、「
総
務
企
画
部
」
と
し
ま
す
。

▼ 

収
納
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
に「
税

務
課
」
の
課
税
部
門
と
収
納
部
門
を

分
離
し
、「
収
納
対
策
課
」
を
新
設

し
ま
す
。

▼ 「
国
県
道
整
備
対
策
室
」
の
設
置
後
、

県
道
事
業
の
進
行
状
況
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
、「
用
地
課
」
を
廃
止

し
ま
す
。
そ
し
て
、「
建
設
課
」に「
用

地
係
」
を
配
置
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
制
の

導
入
に
つ
い
て

　

業
務
量
の
優
先
度
に
応
じ
て
限
ら
れ

た
課
内
の
人
員
を
効
果
的
に
活
用
し
、

行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
な
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
た
の
は
、
本

庁
の
「
総
務
課
」、「
企
画
財
政
課
」
の

二
課
。
総
合
支
所
の
「
市
民
課
」、「
保

健
福
祉
課
」、「
地
域
振
興
課
」
の
三
課

で
す
。

総
合
支
所
に
つ
い
て

▼ 

総
合
支
所
は
、
事
務
の
効
率
的
運
営

を
図
る
た
め
に
本
庁
の
各
部
の
直
轄

と
し
て
、「
市
民
課
」、「
保
健
福
祉

課
」、「
地
域
振
興
課
」
の
３
課
に
統

合
再
編
し
ま
し
た
。

　
　

諸
証
明
の
発
行
、
申
請
手
続
き
な

ど
の
窓
口
業
務
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

市民の皆さんの生活に直結するい
ろいろな制度やイベントを紹介す
るコーナーです。みやわか

HOT LINE
市役所からのホットなニュースとインフォメーション
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「受取代理制度」

４月から出産育児一時金の
受取代理制度を始めます

国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
が
、
出

産
し
た
後
に
世
帯
主

へ
支
給
す
る
出
産
育
児
一
時
金

（
一
子
に
つ
き
三
十
五
万
円
）
を

世
帯
主
に
代
わ
っ
て
医
療
機
関

な
ど
が
受
け
取
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
出
産

費
用
の
三
十
五
万
円
を
超
え
た

分
の
み
を
支
払
え
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
国
保
加
入
者

の
出
産
時
の
費
用
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

※ 

出
産
に
か
か
っ
た
費
用
が
三

十
五
万
円
未
満
の
場
合
に
は
三

十
五
万
円
と
出
産
費
と
の
差
額

を
世
帯
主
に
支
給
し
ま
す
。

● 

対
象
者　

市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
、
国
民
健
康
保

険
税
に
滞
納
の
な
い
世
帯
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
人

　

 

▼ 

出
産
予
定
日
ま
で
一
カ
月

以
内
の
人

　

 

▼ 

既
に
出
産
（
妊
娠
十
二
週

以
上
の
死
産
、
流
産
を
含
む
）

を
し
、
費
用
の
支
払
い
が
済

ん
で
い
な
い
人

※ 

４
月
１
日
以
降
の
出
産
分（
出

産
予
定
日
を
含
む
）
よ
り
適
用

し
ま
す
。

● 

申
請
に
必
要
な
も
の　
▽
医

療
機
関
な
ど
が
記
入
、
押
印

を
し
て
い
る
事
前
申
請
書
▽

国
民
健
康
保
険
証
▽
母
子
手

帳
▽
印
鑑

● 

申
請
場
所　

本
庁
国
保
年
金

係
、
支
所
市
民
グ
ル
ー
プ

● 

そ
の
他　
▼ 

国
民
健
康
保
険

税
に
滞
納
が
あ
る
人
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　
▼ 

受
取
代
理
制
度
に
つ
い
て

医
療
機
関
な
ど
で
同
意
が
得

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

予
定
外
の
出
産
な
ど
で
受

取
代
理
人
で
あ
る
医
療
機
関

以
外
で
出
産
す
る
こ
と
と
な

っ
た
時
に
は
速
や
か
に
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼ 

出
産
育
児
一
時
金
貸
付
制

度
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り

行
い
ま
す
。

● 問い合わせ　本庁国保年金係☎ 32・4004
● 問い合わせ　支所市民グループ☎ 52・1111

● 出産育児一時金受取代理の流れ

妊娠

受取代理制度の申請

受取代理制度様式の交付

受取代理人の記入

申請書を役所に提出

出産

医療機関から報告

医療機関へ一時金の支払い

簡単な流れをです。詳しくはお問い合
わせください。

「ごみ減量化への補助金制度」

地球環境にちょっといいこと
始めてみませんか

市
で
は
、
ご
み
と
し
て

処
理
さ
れ
て
い
る
資

源
の
有
効
利
用
と
減

量
化
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

生
ご
み
処
理
機
器
の
助
成
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
う
団
体

の
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
器

購
入
補
助
金

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
一
般
家

庭
の
人
が
市
内
の
販
売
店
で
購

入
し
た
指
定
機
器
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、
電
動

式
も
手
動
式
も
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

● 

対
象　

４
月
か
ら
平
成
20
年

３
月
ま
で
の
期
間
内
に
購
入

し
た
も
の

● 

補
助
金
額　

機
器
購
入
価
格

の
半
額
（
上
限
額
と
し
て
▽ 

Ｅ
Ｍ
容
器
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
＝
三
千
円
、
▽ 

電
動
式
。

手
動
式
＝
三
万
円
）。
一
世
帯

に
つ
い
て
電
動
式
や
手
動
式

に
つ
い
て
は
一
個
、
Ｅ
Ｍ
容

器
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
二

個
を
限
度
と
し
ま
す
。

※ 

そ
れ
ぞ
れ
限
度
個
数
の
補
助

金
の
交
付
を
受
け
て
五
年
以
内

は
、
新
た
な
補
助
金
の
申
請
は

で
き
ま
せ
ん
。

● 

申
請
方
法　

生
ご
み
処
理
機

器
を
購
入
し
、
領
収
書
（
日

付
、領
収
印
、処
理
機
の
名
称
、

型
式
、
製
造
番
号
、
購
入
者

の
名
前
の
確
認
が
で
き
る
も

の
）、
保
証
書
（
処
理
機
の
型

式
や
製
造
番
号
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
）、
印
鑑
、
振
込

先
の
写
し
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

古
紙
等
集
団
回
収

補
助
金

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で

構
成
す
る
自
治
会
、
公
民
館
、

子
供
会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
で
、

集
団
資
源
回
収
活
動
の
内
容
を

よ
く
理
解
し
、
継
続
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
団
体
が
対
象
で

す
。

● 

対
象
資
源　

新
聞
紙
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、
雑
誌
な
ど
の
古
紙
、

布
類
。
一
般
家
庭
よ
り
排
出

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

● 

奨
励
金
額　

資
源
回
収
業
者

に
引
き
渡
し
た
資
源
の
量
一

キ
ロ
当
た
り
に
つ
き
、
八
円

を
交
付
し
ま
す
。

● 

申
請
方
法　

実
施
団
体
は
、

ま
ず
団
体
登
録
の
申
請
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
奨
励
金
の

交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
資
源
回
収
業
者
の
計

量
証
明
書
、
代
表
者
の
印
鑑
、

振
込
先
の
写
し
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

● 問い合わせ　本庁環境衛生係☎ 32・0516

本
庁
舎

議会事務局 議会係

総務企画部

総務課 総務グループ・防災安全係
市民生活課 市民係・国保年金係・情報推進係

企画財政課
まちづくり推進グループ・財政係
管財係

税務課 市民税係・資産税係
収納対策課 収納係・滞納対策係

民生部

保護課 事務係・保護１係・保護２係

人権福祉課
児童母子福祉係・人権推進係
第１保育所・第２保育所・第３保育所

健康増進課
老人福祉係・障害者福祉係
健康対策係

環境保全課 環境衛生係

産業建設部

産業振興課 国土調査係・農業振興係・農業土木係
商工振興課 商工観光係・企業誘致係
建設課 維持係・建設係・用地係

建築都市課 建築係・住宅管理係・都市計画係
下水道課 下水道係・管理係

国県道対策室 国県道整備対策係

教育委員会

学校教育課

管理係・学校教育係
宮田南幼稚園・宮田北幼稚園
宮田東幼稚園・緑ケ丘幼稚園
笠松幼稚園・若宮幼稚園・吉川幼稚園

社会教育課
社会教育・公民館係
文化振興係・スポーツ振興係

学校給食課 学校給食係

会計課 会計係

水道課 業務係・給水係・浄水係

農業委員会 農業委員会

監査事務局 監査係

総
合
支
所

総務企画部 市民課 市民グループ

民生部 保健福祉課 福祉グループ

産業建設部 地域振興課 産業振興グループ

● 本庁と総合支所の組織一覧表



「介護予防教室」

いつまでも自分らしく
生活するために

高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
い
、
介
護
保
険
制

度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ま
だ
介
護
は
必
要

な
い
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
生

活
機
能
が
低
下
し
て
き
た
介
護

予
備
軍
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
皆
さ

ん
が
で
き
る
だ
け
自
立
し
、
い

つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
生
活
す

る
た
め
に
、
介
護
予
防
教
室
を

行
い
ま
す
。
専
門
の
先
生
が
、

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
、
楽

し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

● 

対
象
者　

市
内
に
住
ん
で
い

る
65
歳
以
上
の
人
（
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
）、
介
護
予
防
の
お
手
伝

い
を
す
る
人

※ 

全
十
二
回
の
教
室
に
参
加
で

き
る
見
込
み
の
あ
る
人
と
し
ま

す
。

● 

定
員　

二
十
五
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

● 

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
「
パ

レ
ッ
ト
」

● 

参
加
費  

無
料

● 

送
迎　

教
室
会
場
へ
の
送
迎

に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路
を

中
心
に
、
行
う
予
定
で
す
。

● 

申
込
締
切　

４
月
13
日
（
金
）

ま
で

「宮田都市計画道路の変更」

都市計画の原案を
見ることができます

都
市
計
画
と
は
一
言
で

言
え
ば
「
い
い
街
づ

く
り
」
の
た
め
の
計

画
で
す
。
そ
の
た
め
土
地
の
使

い
方
や
建
物
の
建
て
方
に
つ
い

て
ル
ー
ル
を
定
め
、
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
こ
と
を
行
政
が
皆

さ
ん
と
話
し
合
い
を
し
な
が
ら

作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

今
回
、
県
道
宮
田
・
小
竹
線

の
改
良
計
画
に
よ
り
桐
野
太
蔵

線
と
勝
野
長
井
鶴
線
に
つ
い
て

太
蔵
橋
付
近
の
交
差
点
部
の
見

直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

変
更
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
ま

た
併
せ
て
、
住
居
表
示
を
合
併

後
の
宮
若
市
に
変
更
し
ま
す
。

こ
の
詳
細
を
次
の
と
お
り
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

と
き　

４
月
６
日
（
金
）
か

ら
20
日
（
金
）
ま
で
、
土
日

を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で 

● 

と
こ
ろ　

本
庁
都
市
計
画
係

（
①
は
福
岡
県
都
市
計
画
課
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
）

※ 

原
案
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

よ
う
と
す
る
人
は
、
４
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
「
公
述
申
出
書
」

を
本
庁
都
市
計
画
係
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
公
述
申
出
書

の
様
式
は
係
で
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

公
述
申
出
者
多
数
の
場
合
は

公
述
人
の
選
定
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
ら

公
聴
会
が
行
わ
れ
ま
す

　

公
述
申
出
書
の
提
出
が
あ
っ

た
場
合
は
公
聴
会
を
行
い
ま
す
。

● 

と
き　

４
月
27
日
（
金
）
午

後
７
時
か
ら

● 

と
こ
ろ　

マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田 

● 

傍
聴　

公
述
人
以
外
の
傍
聴

希
望
者
に
は
、
当
日
の
午
後

６
時
30
分
か
ら
マ
リ
ー
ホ
ー

ル
宮
田
で
傍
聴
券
を
配
布
し

ま
す
。
申
し
込
み
が
多
い
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

● 問い合わせ　本庁都市計画係☎ 32・0955
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● 問い合わせ　本庁老人福祉係☎ 32・0515
● 問い合わせ　支所福祉グループ☎ 52・1113

とき 内容 時間講師

１ ４月２０日（金）「日常生活をいつまでも自分で
できるようにがんばろう」
・転ばない運動の方法を身につけよう
・筋力をつけて強い体をつくろう

午後２時から
３時３０時まで

講師
・健康運動指導士
・管理栄養士
・歯科衛生士

２ ４月２７日（金）

３ ５月１１日（金）

４ ４月１８日（金）
「元気で長生きの食事」
・高齢期に必要な栄養素とは?
・食べる楽しみを身につけよう

５ ４月２５日（金）「日常生活をいつまでも自分で
できるようにがんばろう」
・転ばない運動の方法を身につけよう
・筋力をつけて強い体をつくろう

６ ６月２１日（金）

７ ６月２８日（金）

８ ６月１５日（金）

「いつまでもおいしく楽しく食べるために」
・健康に過ごすための歯の手入れ
・お口の中を清潔に
・お口の体操

９ ６月２２日（金）「日常生活をいつまでも自分で
できるようにがんばろう」
・転ばない運動の方法を身につけよう
・筋力をつけて強い体をつくろう

１０ ６月２９日（金）

１１ ７月２６日（金）

１２ ４月１３日（金）

「狂犬病注射日程表」

愛犬に愛情一本
狂犬病注射

年
に
一
回
の
注
射
は
、

愛
犬
や
社
会
へ
の

思
い
や
り

　

す
べ
て
の
飼
い
犬
は
、
狂
犬

病
予
防
法
に
基
づ
き
登
録
と
予

防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
登
録
は
一
生
涯
に
つ
き

一
回
で
す
が
、
予
防
注
射
は
一

年
に
一
回
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
集
団
予
防
注
射
日
程

は
表
の
と
お
り
で
す
。
狂
犬
病

は
犬
だ
け
の
病
気
で
は
な
く
、

人
間
に
も
感
染
す
る
病
気
で
す
。

狂
犬
病
を
防
ぐ
た
め
、
飼
い
主

と
し
て
の
責
任
を
し
っ
か
り
と

持
ち
、
愛
犬
に
は
狂
犬
病
の
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

● 

対
象　

生
後
三
カ
月
を
経
過

し
た
犬

● 

料
金　
▽
登
録
＝
三
千
円
▽
注

射
＝
三
千
五
十
円

※ 

日
本
で
は
昭
和
33
年
以
降
、

狂
犬
病
の
発
生
は
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
世
界
各
地
で
は
い

ま
だ
に
狂
犬
病
が
流
行
し
て
い

ま
す
。

　

イ
ヌ
や
ネ
コ
、
コ
ウ
モ
リ
、
キ

ツ
ネ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
に
か
ま

れ
る
と
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
狂
犬
病
は
、
発
病
す
る

と
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率

で
死
に
至
る
病
気
で
す
。

　

も
し
、
か
ま
れ
た
ら
現
地
の

医
療
機
関
で
受
診
し
、
検
疫
所

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

日 ところ 時間

１７日

（火）

千石公民館 ９：３０～９：５０
力丸十二支苑 １０：００～１０：１０
中畑公民館 １０：３０～１０：４５
日吉農協前 １０：５０～１１：００
縁山公民館 １１：１５～１１：２５
小谷公民館 １１：４０～１１：５０
芳賀バス停 １３：１５～１３：２５
上脇田藤氏宅下 １３：３５～１３：４５
脇田公民館 １３：５５～１４：１０
吉川支館 １４：２０～１４：３５
小伏公民館 １４：５０～１５：２０

１８日

（水）

浅ケ谷天満宮下 ９：３０～９：４０
畑公民館 ９：５０～１０：００
原の前バス停 １０：１０～１０：２０
山口コミュニティー
センター １０：３０～１０：５０

小原中央公民館 １１：００～１１：２５
小原集会所 １１：３５～１１：５０
黒目公民館 １３：１５～１３：３０
竹原隣保館 １３：４０～１４：００
高野公民館 １４：１０～１４：３０
若宮総合支所 １４：４５～１５：２０

日 ところ 時間

１９日

（木）

平公民館 ９：３０～９：４０
中支館 ９：５０～１０：０５
上稲光構造改善センター １０：１５～１０：２５
宮永研修センター １０：３５～１０：５０
黒丸公民館 １１：０５～１１：１５
乙野バス停 １１：２５～１１：４５
金生公民館 １３：１５～１３：３５
下隣保館 １３：４５～１４：０５
下乙藤多目的集会所 １４：１０～１４：３０
湯原生活センター １４：４０～１４：５０
山ノ口集会所 １５：００～１５：１０

２０日

（金）

岩渕公民館 ９：２０～９：５０
所田公民館 １０：０５～１０：２５
長井鶴公民館 １０：４０～１１：０５
原田寒の湿安田氏宅前 １１：１５～１１：３０
原田公民館 １１：４０～１１：５５
飯之倉公民館 １３：１５～１３：３０
旧ＪＡ笠松支所 １３：４０～１４：１０
芹田公民館 １４：２０～１４：４０
金丸瀬戸アパート横 １４：５０～１５：１５

２３日

（月）

四郎丸公民館 ９：２０～９：４０
倉久公民館 ９：４５～１０：００
内山公民館 １０：１５～１０：３５
上有木公民館 １０：５０～１１：１０
沼口公民館 １１：２５～１１：５５
向田隣保館 １３：１５～１３：３５
若宮八幡宮 １３：４５～１４：１０
旧水原公民館 １４：２０～１４：３５
水原上組集会所 １４：４５～１５：１５

２４日

（木）

日陽公民館 ９：２０～９：３０
菅牟田公民館 ９：５５～１０：３５
松尾公民館 １０：４５～１１：０５
石炭記念館 １１：１５～１１：４５
北小学校校庭 １３：１５～１３：５５
東小学校体育館 １４：１０～１５：１０

２５日

（金）

白百合団地公民館 ９：２０～９：４５
百合野団地公民館 ９：５５～１０：２５
鶴田公民館 １０：３５～１０：４５
本城公民館 １１：００～１１：３０
Ｂ＆Ｇ海洋センター １３：１５～１３：５５
宮若市中央公民館 １４：０５～１５：００

４月の日程（５月の日程は来月お知らせします）

● 問い合わせ　本庁環境衛生係☎ 32・0516
● 問い合わせ　支所福祉グループ☎ 52・1113

宮
田
都
市
計
画
道
路
の
変
更

①福岡県決定
３・５・１桐野太蔵線 太蔵橋交差点部の区域変更と、起点・終点の住居表示の変更
３・４・２羅漢龍徳線

起点・終点の住居表示の変更３・５・３龍徳鴨生田線
３・５・４宮田本白線

②宮若市決定
３・５・７勝野長井鶴線 太蔵橋西側交差点部の区域変更と、起点・終点の住居表示の変更
３・５・６菅牟田磯光線

起点・終点の住居表示の変更３・５・５桐野本城線
３・４・８片鉾辨鳥線



公民館トピック

● 問い合わせ
中央公民館☎３２・０１２３、中央公民館若宮分館☎５２・０８５９ ommunityc

第２回親子キックベースボール大会出場チーム募集
● 問い合わせ　本庁スポーツ振興係☎３２・０１２３
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「公共下水道について」

下水道は清潔で住みよい
まちづくりを目指します

平
成
18
年
９
月
か
ら
一

部
の
地
域
で
下
水
道

の
供
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
共

下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
人
に

は
受
益
者
負
担
金
の
手
続
き
が

始
ま
り
ま
す
。

公
共
下
水
道

受
益
者
負
担
金
の

手
続
き
が
始
ま
り
ま
す

 　

平
成
18
年
９
月
か
ら
公
共
下

水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
龍
徳
地
区
と
白
百
合
団
地

の
一
部
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

手
続
き
を
始
め
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
土
地
に
か

か
る
も
の
で
一
平
方
メ
ー
ト
ル

五
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
受
益
者
負
担

金
の
賦
課
対
象
区
域
を
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

● 

縦
覧
期
間　

４
月
２
日
（
月
）

か
ら
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
（
閉
庁
時

は
除
き
ま
す
）

● 

縦
覧
場
所　

本
庁
下
水
道
課

管
理
係

※ 

受
益
者
と
は
、
事
業
に
よ
り

利
益
を
受
け
る
人
を
意
味
し
、

こ
こ
で
の
受
益
者
と
は
公
共
下

水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

人
を
指
し
ま
す
。

下
水
道
が
利
用
で
き
る

地
域
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

龍
徳
地
区
と
白
百
合
団
地
の

一
部
の
地
域
で
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
公
共
下
水
道
の
地

域
が
、
今
後
も
拡
大
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
皆
さ
ん
に
下

水
道
事
業
の
供
用
開
始
地
区
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

● 

縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
閉

庁
時
は
除
き
ま
す
）

● 

供
用
開
始
日　

４
月
６
日

（
金
）
か
ら

● 

縦
覧
場
所　

本
庁
下
水
道
課

管
理
係

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

登
録
を
終
了
し
ま
し
た

　

宅
内
の
排
水
設
備
工
事
を
行

う
工
事
店
の
平
成
18
年
度
登
録

が
終
了
し
、
工
事
店
件
数
が
七

十
一
社
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
公
共
下
水
道
が
使

用
で
き
る
地
域
の
人
が
、
宅
内

の
排
水
設
備
工
事
を
行
う
と
き

に
、
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

中
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
一
覧
表
は
、
下
水
道
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

● 問い合わせ　本庁下水道課管理係☎ 32・3159

「国民健康保険」

介護分の保険税率が
統一されます

● 問い合わせ　本庁国保年金係☎ 32・4004
● 問い合わせ　支所市民グループ☎ 52・1111

国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
40
歳
か
ら
65
歳

未
満
の
人
は
、
医
療

分
保
険
税
に
介
護
分
保
険
税
を

含
め
た
国
保
保
険
税
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
分
保
険
税
は
全
国
一
律

に
定
め
ら
れ
る
一
人
当
た
り
の

負
担
額
か
ら
宮
若
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
対
象
者
数
に

応
じ
て
納
め
て
い
る
介
護
納
付

金
に
充
て
る
た
め
の
保
険
税
と

な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
前
の
そ
れ
ぞ

れ
の
町
の
税
率
を
、
各
々
適
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

か
ら
統
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

平成１８年度 平成１９年度

宮田地区 若宮地区 宮若市

医
療
分

所得割額 10.50%

変更なし
資産割額 15.00%

均等割額（１人当たり） 21,600円

平等割額（世帯当たり） 25,800円

介
護
分

所得割額 1.82% 1.35% 1.82%

資産割額 3.19% 5.70% 3.19%

均等割額（１人当たり） 6,100円 5,000円 6,100円

平等割額（世帯当たり） 5,300円 4,200円 5,300円

※ 医療分は、合併前から同じ税率で今回変更はありません。
※ 介護分の所得割額、資産割額は４０歳から６４歳の人の分となり、同じ世帯の４０歳から６４歳の人以外の分は介護
分の計算に影響しません。

● とき　５月２０日（日）午前８時３０分集合、午前９時開会式
● ところ　西鞍の丘総合運動公園多目的広場
● 参加資格　市内に住んでいる小学生と成人
● チーム編成　 ▼ 地区公民館単位（選手不足のときは、数地区合併も認めます）や
  ジュニアクラブチームなどで編成すること。（同一グループ２チーム以内）
  ▼  1 チーム＝小学生５人（男女を問いません）、成人 3 人（男性１人、女性２人）と
  します。ただし、男性の代わりに女性でも参加可能とします。
● 申込締切　５月１１日（金）午後５時まで
● 申込先　中央公民館
※ 希望があれば、申込用紙をＦＡＸでお送りします。
   電話での申し込みはできませんのでご了承ください。
● 代表者会議　５月１６日（水）午後７時３０分から
● 代表者会議会場　中央公民館２Ｆ学習室
※ 欠席する場合は、必ず代理者が出席してください。
● 申込み・問い合わせ　本庁スポーツ振興係☎３２・０１２３

　３月１６日から１８日まで宮田文化センターや中央公民館若
宮分館で春季芸術祭が行われました。
　４８もの団体が登場した舞台は、大正琴から太鼓、長唄やフ
ラダンス、コーラスなど幅広い分野からの参加があり、日ご
ろの練習成果を披露しました。
　また、中央公民館若宮分館には、たくさんの展示作品が出
品され、多くの人の目を楽しませてくれました。

春の訪れを感じる芸術祭

▼  春季芸術祭

ジュニアソフトテニス健闘

▼  第６回全国小学生ソフトテニス大会出場

　３月３０日から、千葉県白子町で行われる第６回全国小学
生ソフトテニス大会に宮田ジュニアソフトテニスの稲野千裕
さん・川﨑麻智さんペアと、藤谷沙耶さん・木元沙織さんペ
アが出場します。
　宮田ジュニアソフトテニスは、これまで何度も全国大会に
出場する強豪チーム。選手も「弱気にならず、自分たちのテ
ニスをしたい」と抱負を語りました。



図書室だより

l ibrary● ４月の休館日　２日、９日、１５日、２３日、２９日、３０日
● 問い合わせ　中央公民館☎３２・０１２３

夢を与える
綿矢 りさ・著
河出書房新社

ずっと使いたい
愛着の定番アイテム

主婦の友社

どろんこそうべえ
たじま ゆきひこ・作

童心社

幼いころからコマーシャルのモデルを
続け、国民的な人気を得た美しい少女・
夕子。芸能界は彼女に何を与え、何を
奪ったのか―。著者の綿矢りささんと
言えば、最年少１９歳で芥川賞を受賞
した経歴の持ち主。文学界の注目を集
める若手作家です。世間の評価にさら
される面は、夕子と似ているかもしれ
ません。完全に癒えることなく迎える
結末に、深い余韻を残す１冊です。

愛着を持って使い続けることの出来る
定番の生活雑貨を紹介した、お洒落な
本が図書室に入りました。自分らしい
暮らしを追求し、実践する人のお宅拝
見など、生活の中で生まれた実例のア
イデアは必見。「自分の家が、部屋が好
き」という気持ちが、写真からも伝わっ
てきます。お気に入りの一品は、日常
に小さな幸せを運んでくれるのかも。
インテリアのお手本にしたい１冊です。

軽快な関西弁のリズムにのって、テン
ポ良く進む奇想天外なお話に、プッと
吹き出すことうけあいの絵本。今回の
舞台は地の底。そうべい一行は、ミミ
ズの結婚式を邪魔するモグラの「もぐ
りん」を捕まえてほしいとオケラの「け
らへい」に頼まれます。どうやって「も
ぐりん」を捕まえるって？　それは読
んでのお楽しみ。さぁ、そうべいたち
の大騒動、はじまりはじまり～！ 

ずっと使いたいずっと使いたい夢を与える

今月の新刊です
● 一般の本
たぶん最後の御挨拶（東野圭吾・作）
無銭優雅（山田詠美・作）
● 児童の本
おさんぽトコちゃんトコトコトコ（宮西 達也・作）
タンタンのコンゴ探検（エルジェ・作）
１４歳の君へ
どう考えどう生きるのか（池田 晶子・作）

● とき　５月１２日 （土）午後２時から 
● ところ　中央公民館１階児童室
※ 参加するとシールが貼れるお話し会カードがもらえま
す。たくさんシールを集めてね。
今回の簡単工作は「手作りこいのぼり」です。お楽しみに！
（参加費無料）

毎月第１火曜日の午後１
時半から約１時間半、保
健センターで生後４カ月
の赤ちゃんとお母さんを
対象にしたブックスター
トを行っています。赤
ちゃんは絵本が大好き！
　ページをじっと見つめ
たり、体を揺らして喜ぶ
姿に、いつも癒されてい
ます。私と一緒にブック
スタートに参加しているのは、ボランティアの皆さん。
赤ちゃんに絵本を見せたり、お母さんと
子育ての話しをしたり、部屋の中はい
つも和気あいあいです。図書室では、
ただいまブックスタートボランティ
アを募集しております。興味のある
人はお気軽にご連絡ください。

おはなし会のお知らせ

ブックスタートを
一緒に

どろんこそうべえ

今月の健康

ealth centerh● 問い合わせ

保健センター☎３２・８５３０、保健センター「パレット」☎５５・６０００
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申
込
期
間
は
４
月
９
日
（
月
）
か
ら
５
月
２
日
（
水
）
ま
で

５
月
20
日
は
日
曜
総
合
健
診
を
行
い
ま
す

　

４
月
か
ら
、
宮
田
地
区
の
人
も
、
若
宮
地
区
の
人
も
、

市
内
の
ど
ち
ら
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
レ
ッ
ト
で
行
う
健
診
は
全
て
総
合
健
診
に
な
り
、
基

本
健
診
と
が
ん
検
診
の
両
方
が
一
日
で
受
診
で
き
ま
す
。

年
間
の
健
診
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
各
種
健
診
の
日
程
表

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
都
合
の
良
い
日
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

５
月
20
日
の
基
本
健
診
、
が
ん
検
診
、
骨
密
度
測
定
に

つ
い
て
は
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

と
き　

５
月
20
日
（
日
）
受
付
は
午
前
９
時
か
ら
10
時

30
分
ま
で

● 

と
こ
ろ　

マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮
田

● 

申
込
期
間　

４
月
９
日
（
月
）
か
ら
５
月
２
日
（
水
）

ま
で

● 

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
３
２・８
５
３
０

日曜総合健診

受付　午前９時から１０時３０分まで　ところ　マリーホール宮田

注１　 健診の年齢基準は、平成２０年３月３１日現在とします
注２　７０歳以上、非課税世帯、生活保護受給者は健診料金が無料です
注３　平成１８年５月２０日以降に受診した検査項目は今回は受診できません

５月２０日 日

　この時期は、血液が不
足しています。皆さんの
ご協力をお願いします。
● とき　４月２３日（月）
● ところ　若宮総合支所
前駐車場

● 主催　宮若市献血推進
協議会

● 共催　宮若ライオンズ
クラブ

● 問い合わせ　保健セン
ター☎３２・８５３０、
保健センター「パレッ
ト」☎５５・６０００

献
血
に
ご
協
力
を

検査 対象 内容 料金 定員

基本健康診査 ４０歳以上の人

問診・身体計測・尿検査・血液検査・血圧
測定・心電図・診察・眼底検査 (必要な人
のみ）
※ 65歳以上の人は、医師による関節の動き
や口の中のチェック、日常活の状況をたずね
る問診が加わります

６００円 １５０人

肝炎ウイルス検査 満４０歳の人 血液検査（基本健診と一緒に受けてください） ７００円

胃がん検診

４０歳以上の人

胃部レントゲン（バリウム服用） ５００円 ８０人

大腸がん検診 便潜血検査（健診当日回収します） ３００円 １２０人

肺がん検診
胸部レントゲン検査（必要に応じて喀痰検査）
※ ６５歳以上は結核検診を含みます

１００円 １５０人

子宮がん検診 ３０歳以上の女性 子宮頚部の細胞診 ４００円 ８０人

乳がん検診

３０歳から３９歳の女性 視触診のみ １００円 ８０人

４０歳以上の女性
① 視触診のみ
② ①とマンモグラフィ（乳房エックス線撮影）
※ マンモグラフィは２年に１回です

① １００円
② ５００円

５０人

骨 密 度 測 定
４０・４５・５０・５５・
６０・６５・７０歳の女性
※ 余裕が有る時は受付ます

上腕のエックス線撮影
結果説明と食事、運動などの個別指導 ５００円 １００人

歯科検診 全市民 歯科検診と口腔内の衛生指導・相談 無料



運動不足のあなたにお勧め
リフレッシュ講座

　フィットネスと
足つぼアロママッ
サージを中心とし
た、運動不足解消
講座です。託児も
あります。

● とき　毎週水曜日午前１０時から
１１時まで（第１回目は４月１８日
（水） 9 時３０分から開講式）

● ところ　宮若市民体育館
● 定員　３０人（先着順）
● 申込期間　４月５日（木）から１１

日（水）まで午前 8 時３０分から午
後５時１５分まで

● 会費　1 回５００円（託児希望者に
ついては別途月５００円）

● 申込み・問い合わせ　中央公民館 
☎３２・０１２３、中央公民館若宮分
館☎５２・０８５９

介護を知るために
受講してみませんか

　次のとおり介護教室が行われます。
受講料は無料です。
● よかよか介護１日コース　４月２５

日（水）、６月７日（木）、７月１３
日（金）のいずれかを選択午前９
時５０分から午後３時３０分まで 

● やっちゃれ介護実践コース　 ▽５
月９日（水）＝高齢者の理解と介
護 ▽２３日（水）＝介護予防の視点
に立って ▽６月６日（水）＝日常
生活の中で ▽２０日（水）＝食事と
排泄、午前９時５０分から午後３時
３０分まで

● 募集定員　２０人（定員になり次第
締め切ります）

● 申込み・問い合わせ　福岡県地域
介護実習・普及センター 

　☎０９３・２４４・４７４７

保育士への夢を
実現させませんか

　平成１９年の保育士の試験を次のと
おり行います。
● 試験期日　 ▽筆記＝８月７日（火）、

８日（水） ▽実技＝１０月１４日（日）
● ところ　 ▽筆記＝福岡経済大学（旧

第一経済大学） ▽実技＝第一保育
短期大学

● 請求期間　４月２７日（金）まで
● 受付締切　５月１１日（金）まで
● 問い合わせ　（社）全国保育士養成

協議会保育士試験事務センター
　☎０１２０・４１９４・８２

春の恒例イベント
トヨタスプリングフェスタ

　どなたでも楽しめるイベントを盛
りだくさん用意しています。入場は
無料となっています。
● とき　４月８日（日）午前９時３０

分から午後４時まで（雨天決行）
● ところ　トヨタ自動車九州敷地内
● 内容　 ▽お笑いタレントショー＝
「博多華丸・大吉」、「麒麟」 ▽保育
所児童のおゆうぎ ▽ＫＢＣラジオ
公開録音、生放送 ▽獣拳戦隊ゲキ
レンジャーショーなど

● 問い合わせ　トヨタ自動車九州ス
プリングフェスタ事務局

　 ☎０９２・７１１・３３５５

イノシシ駆除を
行います

　農作物に被害を及ぼすイノシシ駆
除を行います。駆除には銃器を使用
するため入山するときは安全対策を
心がけてください。
● 期間　４月３０日（月）まで
● 駆除者　宮若市猟友会
● 問い合わせ　本庁農業振興係
   ☎３２・０５１８

優良運転者は表彰を
受けることができます　

　過去１０年以上、無事故無違反の人
は、宮若警察署、福岡県警察本部長
の表彰の申請をすると表彰を受ける
ことができます。
● 必要書類　無事故無違反証明書、
運転経歴書
● 申込期限　５月１２日（土）まで（必

要書類は警察署交通課、駐在所、
交番、交通安全協会にあります）

● 問い合わせ　宮若交通安全協会
   ☎３２・２７３７

就労可能な障害者に
運転免許取得費を助成します

　身体障害者や、知的障害者で、免
許取得後の就労などが見込まれる人
に、運転免許取得教習費の一部を助
成します。ただし、来年３月３１日ま
でに免許を取得することが条件です。
● 対象　４級以上の身体障害者手帳

の交付を受けた人や療育手帳の交
付を受けた人、知的障害があると
判定を受けた人

● 対象年齢　１８歳から５０歳まで（申
込多数の場合は選考）

● 申込期限　５月３１日（木）まで
● 申込み・問い合わせ　本庁障害者

福祉係☎３２・０５１５、支所福祉
グループ☎５２・１１１３

肢体不自由の身体障害者に
自動車改造費を助成します

　肢体不自由の重度身体障害者が就
労のため、自らが所有し運転する自
動車の改造費用の一部を助成する制
度です。（所得制限があります）
● 対象　上肢や下肢、体幹機能障害

２級以上の身体障害者手帳の交付
を受けた人（申込多数の場合選考）

● 申込期限　５月３１日（木）まで
● 申込み・問い合わせ　本庁障害者

福祉係☎３２・０５１５、支所福祉
グループ☎５２・１１１３

イベント・ニュース

介護サービスの事業所選び
を支援します

　昨年から介護サービスや事業所・
施設を比較・検討して適切に選ぶた
めの情報を提供することを目的とし
て「介護サービス情報の公表」が始
まりました。各種介護保険サービス
についてもインターネットで自由に
情報を確認できるようになりました。
※ ただし、地域密着型サービス（グ
ループホームなど）は除きます。
● ホームページ　福岡県介護サービ

ス情報公表センター http://www.
fsw.or.jp/kohyo/top.html

● 問い合わせ　福岡県社会福祉協議
会☎０９２・５８４・３６００

ダムの主を釣り上げよう
ふれあい釣り大会

● とき　４月２２日（日）午前８時受
付、8 時４０分開会式（天候不良の
場合は２９日に延期）

● ところ　力丸ダム十二支苑
● 定員　１５０人
● 参加費　１，０００円（保険料を含む）
● 申込締切　４月１６日（月）
● 申込み・問い合わせ　本庁商工観

光係☎３２・０５１９、八木山川漁業
協同組合☎３３・１５７２

２００７フェスティバルイン
千石ウォークラリー大会

● とき　５月１３
日（日）午前９時
３０分受付、１０時
３０分開会（少雨
決行）
● ところ　いこい
の里千石水辺公園

● 申込締切　５月７日（月）
※ 送迎バスをご用意しています。
● 申込み・問い合わせ　宮若商工会

議所☎３２・１２００、 宮若市観光協
会☎５５・９０９０、 本庁商工観光係
☎３２・０５１９

５月の保健行事カレンダー

１日（火）：4か月児健診
2日（水）受付は午後１２時４５分～１時
2日（水）保健センター
2日（水）：親子遊び教室
2日（水）午前１０時３０分～正午
2日（水）保健センター
2日（水）：ＢＣＧ予防接種
2日（水）受付は午後１時～１時３０分
2日（水）保健センター
9日（水）：２歳児歯科健診
2日（水）受付は午後１時～１時３０分
2日（水）保健センター
１０日（木）：すくすく相談
2日（水）受付は午前１０時～１１時
2日（水）保健センター
１５日（火）：７・１２か月児健診
2日（水）受付は午後１時～１時３０分
2日（水）保健センター
１７日（木）：すくすく相談
2日（水）受付は午前１０時～１１時
2日（水）保健センターパレット
２０日（日）：日曜総合健診（要予約）
2日（水）受付は午前９時～１０時３０分
2日（水）マリーホール宮田
２２日（火）：１歳６か月児健診
2日（水）受付は午後１時～１時３０分
2日（水）保健センター
２４日（木）：ポリオ予防接種
2日（水）受付は午後１時１５分～
2日（水）２時１５分
2日（水）保健センター
２５日（金）：離乳食教室（要予約）
2日（水）午前１０時～１１時３０分
2日（水）保健センターパレット

愛情はたっぷりと
責任はしっかりと

　鳥インフルエンザの問題が発生し
てから、県内で鶏が捨てられている
との苦情、相談が寄せられています。

「動物の愛護及び管理に関する法律」
では愛護動物の終生飼育の義務があ
り、遺棄した場合には罰則が適用さ
れることがあります。
　鳥の健康状態には十分に注意し、
異常があった場合、最寄りの獣医師
や家畜保健衛生所にご相談ください。
● 問い合わせ　筑豊家畜保健衛生所

☎０９４８・４２・０２１４

ご利用ください
無料入館カード

　４月２日から社会福祉センターと
老人福祉センターの「無料入館カー
ド」を発行します。希望する人は、
申請が必要です（本人確認出来るも
のを持ってきてください）
● 対象者　 ▽市内在住の７０歳以上の

人 ▽市内在住の６５歳以上で老人医
療を受給している人

● 有効期限　４月２日（月）から平
成２０年３月３１日（月）まで

● 利用回数　１年で１２回
※ 再発行はしません
● 申込み・問い合わせ　本庁老人福

祉係☎３２・０５１５、支所福祉グ
ループ☎５２・１１１３

所田地区のお住まいの人へ
お詫びと訂正について

　平成１９年度ごみ収集日程表にのう
ち、所田地区の固形燃料用ごみの収
集曜日の表記に誤りがありました。
　所田地区の固形燃料用ごみの収集
日は、「火・金曜日」とありますが、
これまでどおり「水・土曜日」の収
集となります。関係者の皆さんには
大変ご迷惑をおかけしました。
● 問い合わせ　本庁環境衛生係
　 ☎３２・０５１６
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４月の主な学校行事

　学校行事については、変更になることもあり
ますので、ご確認ください。

  ６日（金）：小中学校始業式・幼稚園始
　　　　　　園式
１０日（火）：市内中学校入学式
 １１日（水）：市内小学校入学式
１２日（木）：市内幼稚園入園式
２４日（火）：全国学力・学習状況調査
　　　　　　（小６年生、中３年生）



今月の納税（４月）

● 固定資産税　第１期
● 国民健康保険税　第１期
● 納期限　５月１日（火）
● 口座振替日　４月２５日（水）
　納期限内に納税されないときは、
納期限の翌日から完納される期間に
応じ、延滞金が徴収されます。（最初
の１カ月は年利４.４％、以降１４.６％）
● 問い合わせ　本庁収納係☎３２・

０５１３、支所市民グループ☎５２・
１１１１

「何かおかしい？」
と感じたら電話を切って、
確認を

　税務職員を装った「振り込め詐欺」
が発生しています。電話や訪問など
で還付金受取のためにＡＴＭの操作
を求めることはありません。
　また、納税のために金融機関の口
座を指定して振込みを求めることは
ありません。不審な点があるときは、
身分証の提示を求めたり、税務署ま
でお問合せください。
● 問い合わせ　直方税務署総務課
　☎２２・０８８０

お子さんの心配事は、
宮若市家庭児童相談室へ

　お子さんの心配ごとを家庭児童相
談員に相談してみませんか。相談料
は無料で秘密は守られます。また、
電話での相談も受け付けています。
● 相談日　 ▽来庁相談＝月曜から金

曜日まで午前９時から午後４時３０
分まで（祝祭日、年末年始を除く）

● ところ　宮若市家庭児童相談室
● 問い合わせ　家庭児童相談室
　☎３２・０５７０
  

補聴器相談を行います

　市から交付を受けた補聴器をお持
ちの人で、補聴器の聞こえが悪くなっ
た場合のご相談をお受けします。
● とき　 ▽本庁舎＝第３木曜日午前１

０時から１１時、午後 1 時から 2 時、
２時３０分から３時３０分まで ▽若
宮総合支所＝第４火曜日午後１時
から２時まで（第３木曜、第４火
曜日が祝日のときはお休みします）

● ところ　市役所内会議室
● 問い合わせ　本庁 障害者福祉係
　☎３２・０５１５、　支所福祉グループ

☎５２・１１１３

お父さん、お母さん
一人で悩まないで！
 
　主任児童委員、保健師、家庭児童
相談員が子育てについての相談を受
け付けます。
● ところ　宮若市保健センター
● 相談日　４月２日（月）、５月７日
（月）、６月４日（月）、７月２日（月）、
８月６日（月）、９月３日（月）午
前１０時から正午まで

● 相談受付　☎３２・８５３０

迷ったら、迷わず相談しよう
ＪＩＣＡボランティア
「体験談＆説明会」開催

　「青年海外協力隊」や「シニア海外
ボランティア」の平成１９年度の春募
集を行います。
　全国各地で「体験談＆説明会」を
行い、応募資料の配布、活動紹介の
ビデオ上映、概要説明、実際に参加
したＯＢ・ＯＧの体験談発表や個別応
募相談などが行われます。
　説明会の日程や時間など、詳しい
内容については、お問い合わせくだ
さい。
● 問い合わせ　独立行政法人国際協

力機構九州国際センター
    ☎０９３・６７１・８３４９、ホームペー

ジアドレス http://www.jica.go.jp

人口 ３１人増えました （31,296人） 出生 32人

男性 １６人増えました （14,766人） 死亡 30人

女性 １５人増えました （16,530人） 転入 110人

世帯数 ２０世帯増えました （12,600世帯） 転出 81人

高齢化率 27.1％

● ２月２８日現在の人口です人の動き

※ 高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です

目指せ、若き治安維持のスター

　警察官Ａの採用試験が次のとおり行われます。
● とき　５月１３日（日）
● ところ　九州産業大学（福岡市）
● 受験資格　昭和５２年４月２日以降に生まれた男女で、大学

の卒業者か、大学を平成２０年３月までに卒業見込みの人と
します。

● 受付期間　４月２日（月）から２３日（月）まで
● 採用人数　 ▽男子＝２６０人 ▽女子＝１８人
● 申込方法　受験申込書と電算処理票に必要事項を記入し、

写真と５０円切手をはって申込期間内に提出してください。
※ 詳しい内容についてはお問い合わせください。

● 問い合わせ　宮若警察警察署☎３２・０１１０

イベント・ニュース

法律トラブルは、
司法書士無料法律相談会へ

　相続や遺言、不動産登記・商業登記、
多重債務、裁判等、身近な法律トラ
ブルについて司法書士が会場で無料
法律相談に応じます。秘密は固く守
られます。
● とき　４月１４日（土） 午前１０時
から午後３時まで
● ところ　宮若市社会福祉センター 
● 問い合わせ　福岡県青年司法書士

協議会☎０９３・４７１・７５９４

平和を愛する人を求む
自衛隊幹部候補生募集

　自衛隊一般幹部候補生の募集を行
います。
● 受付期間　５月１１日（金）まで
● 試験日　５月１９日（土）、２０日（日）
● ところ　福岡経済大学（旧第一経

済大学）
● 資格　２０歳以上２６歳未満の人
（大卒、卒業見込みも含む）、大学
院修士課程修了者は２８歳未満

● 問い合わせ　自衛隊福岡地方協力
本部飯塚地域事務所

　☎０９４８・２２・４８４７

第1回市営住宅
空家入居者募集

● 受付期間　５月７日（月）から１８
日（金）まで

● 公開抽選会　６月下旬（予定）
※ 募集団地や戸数には広報５月号で
ご確認ください。（空家住宅がないな
ど、募集をしない場合があります）
● 申込み・問い合わせ　本庁住宅管

理係☎３２・０９５５

第2回県営住宅入居者募集

● 受付期間　６月１日（金）から１１
日（月）まで

※ 募集対象団地、戸数などは募集案
内書に掲載しています。
● 申込書配布場所　本庁住宅管理係、

支所市民グループ
● 次回募集予定期間　９月３日（月）

から１１日（火）まで
● 問い合わせ　筑豊県営住宅管理事

務所☎０９４８・２１・３２３２

グローバル・ウィング２００７
参加者募集

　県では、地域活動に意欲を持つ青
年を海外に派遣し、テーマ別研修、
ボランティア活動、ホームステイな
どの多彩なプログラムを通し、国際
的な視野を備えた地域活動の青年
リーダーを育成します。
● 実施期間　１０月１３日（土）から２

１日（日）の９日間
● 訪問先　イギリス、オランダ
● 募集人員　 ▽リーダー＝６人（３０

歳から３９歳まで） ▽メンバー ５４
人（１８歳から２９歳まで）

 ● 負担金　 ▽リーダー＝６８，０００
円 ▽メンバー＝１１９，０００円

● 募集期間 ４月９日（月）から５月
１０日（木）まで

● 問い合わせ　福岡県青年の翼実行
委員会事務局

    ☎０９２・６４３・３３８７、
　本庁社会教育・公民館係
　☎３２・０１２３

あの、劇団宮若レインボーカンパニーの舞台がかえってきます
● 問い合わせ　劇団宮若レインボーカンパニー☎０８０・６４３３・７３７４

　昨年、宮若市の合併記念事業で感動の
舞台を公演したレインボーカンパニーが
市民劇団として生まれ変わり、初の定期
公演にのぞみます。皆さんの来場をお待
ちしています。
● とき　４月２８日（土）　 ▼第１回公演

＝午後２時３０分開場、３時開演

　  ▼第２回公演＝午後６時３０分開場、
 　７時開演
● ところ　宮田文化センター
● 入場料　５００円（全席自由）

● 販売場所　 ▽小田文具店 ▽佐野書店 ▽花
のバラ屋ルミエール店

● 演題　「ハロー、天使です。」

▼物語のあらすじ
　天の宮殿に集まる天使たちは、「今度
こそ私が地上へ行きたい」と騒ぎだしま
す。そこに、天使ロミオと天使ジュリエッ
トが中学生の女の子「愛」のもとへ行き
たいと願い出ます。愛には、さまざまな
異変がふりかかります。さてこの後どの
ような物語が持っているのでしょうか？
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  ふ
る
里
は
燃
え
て
い
る
。

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た「
炭
鉱
」。
宮
若
市
も
そ
の
一
角
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
筑
豊
の
風
土
や
人
の
つ
な
が
り
、
人
と
炭
鉱
の
熱

気
に
つ
つ
ま
れ
た
あ
の
時
。
貝
島
炭
砿
に
ま
つ
わ
る
作
文
を
通
し

て
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

我が職場は地の底に
文章 : 山中信弘さん（宮若市宮田）

　

人
生
八
十
年
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
半
分
を

は
る
か
に
過
ぎ
て
、
今
、
振
り
返
れ
ば
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
、
貝
島
二
坑
の
工
作
に
就
職
し
た
の
は

昭
和
34
年
の
春
で
し
た
。
技
術
学
校
を
卒
業
し

た
ば
か
り
で
、
坊
主
頭
に
貝
島
炭
砿
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
三
葉
の
入
っ
た
帽
章
の
つ
い
た
帽
子

を
、
誇
ら
し
げ
に
か
ぶ
っ
て
い
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。

　

今
、
そ
の
職
場
は
露
天
掘
の
跡
の
く
ぼ
地
で
、

水
を
満
々
と
た
た
え
た
池
に
な
っ
て
お
り
「
我

が
職
場
は
池
の
底
に
」
の
如
く
、
思
い
出
と
共

に
沈
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
生
ま
れ
育
っ
た
宮
田
町
に
住
ん
で

お
り
、
毎
日
そ
の
池
の
横
を
通
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
職
場
は
、正
式
名
称
は
「
工
作
」
で
し
た
が
、

普
通
は
「
修
繕
方
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
当
時

溶
接
の
先
輩
か
ら
、「
お
前
た
ち
は
、
建
設
労
働

者
、俺
た
ち
は
皇
太
子
、聖
徳
太
子
、溶
接
士
ぞ
」

と
言
わ
れ
て
お
ど
け
ら
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

職
場
の
前
に
、「
エ
ン
ド
レ
ス
」
と
い
う
炭
車

を
運
ぶ
ロ
ー
プ
が
通
っ
て
お
り
、
建
物
は
二
階

建
の
長
方
形
の
建
物
で
、
二
階
は
管
理
職
で
あ

る
職
員
の
詰
所
、
一
階
は
正
面
に
向
か
っ
て
左

か
ら
「
坑
内
修
繕
方
詰
所
」
私
の
い
た
「
修
繕

方
詰
所
」、「
電
工
詰
所
」、「
溶
接
士
が
い
た
工
場
」

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
は
、
そ
の
名
の
通
り
機
械
の
修
繕
で
、

い
つ
も
油
ま
み
れ
で
、
先
輩
は
い
わ
ゆ
る
熟
練

工
で
、
私
は
何
時
も
失
敗
し
て
大
き
な
声
で
叱

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
方
の
数
人
の
人

は
亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、
健
在
で
あ
る
先
輩
と

時
々
会
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
頃
の
事
で
話
に

花
が
咲
き
ま
す
。

　

仕
事
の
中
で
一
番
辛
か
っ
た
の
は
、
ボ
タ
山

の
機
械
修
理
の
た
め
酸
素
ボ
ン
ベ
や
ア
セ
チ
レ

ン
ボ
ン
ベ
を
背
中
に
乗
せ
て
運
ぶ
事
で
、
肩
に

食
い
込
む
よ
う
な
痛
み
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

職
場
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
石
炭
産
業
も
石

油
に
お
さ
れ
斜
陽
に
な
っ
て
お
り
、
同
期
生
の

Ｏ
君
か
ら
「
こ
の
ま
ま
や
っ
た
ら
、
会
社
も
危

な
い
ば
い
。
定
時
制
高
校
に
行
っ
て
勉
強
し
て
、

い
い
会
社
に
就
職
し
よ
う
」
と
誘
わ
れ
、
鞍
高

定
時
制
に
通
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
38
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

貝
島
が
第
二
会
社
に
移
行
に
な
る
と
い
う
事
で

退
職
し
、
運
よ
く
公
務
員
に
な
れ
、
数
年
前
に

定
年
退
職
し
ま
し
た
。
公
務
員
に
な
れ
た
の
は
、

Ｏ
君
が
誘
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
彼
に
は
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
貝
島
を
退
職
し
数
十
年
が
過
ぎ
た
今
は
、

宮
田
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
伝
い
を
し
て
お

り
、
病
院
や
小
学
校
な
ど
に
行
き
、
お
年
寄
り

の
人
や
子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

先
日
、
私
の
職
場
で
あ
っ
た
池
の
水
面
を
見

て
い
る
と
、
亡
く
な
っ
た
先
輩
方
が
「
お
前
は

ま
だ
若
い
き
頑
張
れ
よ
」
と
励
ま
し
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

私
は
、こ
の
「
励
ま
し
」
に
答
え
る
た
め
に
も
、

残
さ
れ
た
人
生
を
有
意
義
に
送
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

   

↓ 
昭
和
35
年
の
私

　

先
日
、
宗
像
市
の
職
員
の
方

か
ら
お
誘
い
を
い
た
だ
き
、
宗

像
大
社
で
、「
地
域
づ
く
り
と
自

治
体
財
政
」
と
題
し
た
講
演
会

に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
財
政

再
建
団
体
に
な
っ
た
夕
張
市
と

宗
像
市
の
財
政
状
況
を
比
較
し

な
が
ら
何
が
ど
う
違
う
の
か
な

ど
勉
強
し
ま
し
た
。
気
づ
く
こ

と
ば
か
り
で
、
あ
っ
と
い
う
間

の
講
義
で
し
た
。
二
時
間
の
講

演
と
二
時
間
半
の
食
事
で
熱
い

（
?!
）
意
見
交
換
も
し
て
き
ま
し

た
。
私
自
身
、
宗
像
市
の
職
員

と
あ
ま
り
交
流
を
す
る
機
会
が

な
か
っ
た
の
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
ま
た
交
流
の
場
の
大
切

さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

宮
若
市
も
「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
本
格
的
に
行

財
政
改
革
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

に
併
せ
て
総
合
計
画
の
策
定
な

ど
、
今
年
度
は
市
の
方
向
性
が

大
き
く
決
ま
る
年
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
広
報
と
皆
さ
ん

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
話
で
き

る
よ
う
な
場
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
ら

ど
う
か
な
？
」
と
ひ
ら
め
い
た

あ
な
た
。
電
話
で
も
メ
ー
ル
で

も
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記


